


経済社会の経済社会のパラダイムシフトパラダイムシフト
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操作主義操作主義

知識主義知識主義

貨幣経済貨幣経済

享受型享受型

無限成長無限成長
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新たな価値観を伴う復活

資本主義の進化の姿

目に見える資本主義 目に見えない資本主義

「貨幣経済」という枠組みの中で、全ての

価値を「貨幣」に換算し評価する資本主義

「貨幣」という単一の尺度ではなく、目に

見えない価値・資本を重視する資本主義

複雑系複雑系

共 感共 感

自 発自 発

参 加参 加

地球環境地球環境

○高い商品開発力による差別化

○ＣＲＭによる顧客価値の最大化

○高収益性・高成長の実現

商品・知識、システムインフラ
高い収益性を軸に走り続ける

＜個人リテール＞

○顧客関係性の強化

○価値交換・顧客価値の高度化

○ﾛﾝｸﾞﾃｰﾙな金融ﾆｰｽﾞへの対応

顧客ロイヤリティ向上・
社会貢献を加味して飛躍する

＜価値創造＞
（イノベーションチャレンジ）

螺旋的発展による

「未来進化」と「原点回帰」
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スルガの価値創造型イノベーションスルガの価値創造型イノベーション

目に見える資本主義目に見える資本主義 目に見えない資本主義目に見えない資本主義

1985 2009

個人個人
リテールリテール
戦略特化戦略特化

データ－ベース
マーケティング

異業種も含めた
アライアンス

リスク・収益
マネジメント

バンカシュアランス

ロイヤリティの向上

クロスセリング
アップセリング

ペルソナ
マーケティング

ニーズ創造型の
価値交換

創る金融
溶け込む金融

ＣＲＭ・ＣＲＭ・
自動審査自動審査
システムシステム

ゆうちょ銀行ゆうちょ銀行
との業務提携との業務提携

預金 ローン 決済 ・・・

価値創造を支える“スルガのＤＮＡ”

＜顧客ニーズへの密着＞＜顧客ニーズへの密着＞

・・・

マス層

富裕層

預り
資産

ローン 保険 ・・・

セグメント別ビジネスモデルへのセグメント別ビジネスモデルへの
マトリックス展開マトリックス展開

顧客軸を付加した価値創造

顧客セグメントの
細分化５１５分類

商品軸による個人リテール

Life Tim
e Value

最
大
化
で

高
い
収
益
性
を
実
現

商
品
優
位
性
で

高
い
収
益
性
を
実
現
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フリーローン
／カード事業

保険事業

住宅ローン

事 業

資産運用

サポート事業

スモール

／ミドル法人事業

ネットワーク事業ネットワーク事業

広域事業広域事業 代理店事業代理店事業

コア事業コア事業主要な市場主要な市場

総合的なエリア戦略を
可能とする

スルガの無形資産

経
営
資
源
の
効
率
的
・効
果
的
な
配
分

市場の特性を活かし、スルガの独自価値を提供
－スルガのリテール特化戦略により培ったノウハウを最大限に発揮－

日本郵政グループの

幅広いネットワーク

コミュニティバンクコミュニティバンク

静岡 / 神奈川の従来型の

フルバンキングサービス

インターネット・コールセンター

によるダイレクトチャネル

首都圏をはじめ札幌から福岡まで、

主要な都市圏における事業展開

ﾀﾞｲﾚｸﾄﾁｬﾈﾙ
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ｼｽﾃﾑｲﾝﾌﾗ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

地域に根付く
顧客基盤

価値観

Our
Philosophy

リテール特化
のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

他を圧倒する
スピード・柔軟性

戦
略
的
傾
斜
配
分

戦
略
的
傾
斜
配
分

独自価値を提供し続けるスルガのビジネスデザイン独自価値を提供し続けるスルガのビジネスデザイン
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スルガの考えるスルガの考える「金融サービス業」としての使命「金融サービス業」としての使命
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「広く消費者の健全な需要を喚起・創造すること」を目指し

個人消費者への金融という側面から経済活性化を支援

日本のＧＤＰに占める個人消費（家計最終消費支出）の比率は６０％弱

＜ 消 費 者 ＞ ＜ 事 業 者 ＞

『小ロット×契約先数』でリスク分散と高収益の同時達成

消費者の需要を創造する

～消費需要創造金融～

ロットは大きいが、他行との競合が厳しく収益性は低い

中小企業を中心に供給を支援し続ける

～企業支援金融～

販売支援販売支援

融
資
融
資

返
済 融

資
融
資

融
資
融
資

返
済

返
済

購買支援購買支援

スルガ一般的な金融機関スルガスルガ

消費者ニーズ／個人消費を引き出す金融
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日本の個人消費と個人向けローン市場日本の個人消費と個人向けローン市場
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日本経済を支える個人消費日本経済を支える個人消費

～ＧＤＰとＧＤＰに占める個人消費の比率～～ＧＤＰとＧＤＰに占める個人消費の比率～

（出所）内閣府データより作成

個人向けローン市場規模個人向けローン市場規模

消費者金融計
28兆1千億
（37.05％）

（出所）住宅金融支援機構データ、日本クレジット協会データより作成
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個人ローン計
254兆3千億
（2007年）

フリーローン
75兆9千億
（29.89％）

住宅ローン
178兆3千億
（70.11％）

販売信用計
47兆836億
（62.95％）

消費者ローン計
19兆7千億
（25.93％）

定期預金・郵便貯金
動産担保貸付計

8兆4千億
（11.11％）

フリーローン計
75兆9千億
（2007年）

日本のＧＤＰに占める

個人消費の比率は６０％弱

日本のＧＤＰに占める

個人消費の比率は６０％弱

政府の内需拡大策にあわせ個人消費を

サポートする金融サービスの提供が不可欠

健全な資金ニーズに対して

柔軟な対応が求められる

法改正による

ビジネスチャンスの拡大

法改正による

ビジネスチャンスの拡大



住宅ローン・小口ローンを取り巻く環境とスルガの戦略住宅ローン・小口ローンを取り巻く環境とスルガの戦略
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住宅ローンを取り巻く環境と
スルガの戦略

小口ローンを取り巻く環境と
スルガの戦略

多様化する個人リテール金融のニーズに対応し、収益性を顧客満足と同時に実現する

スルガ独自のビジネスモデルを展開

環
境
認
識

ス
ル
ガ
の
戦
略

○内需拡大に向け、政府も住宅政策を重視

○住宅購入適齢期を迎える団塊ジュニア

○価格調整局面による不動産取引の活発化

○貸金業法等の改正による銀行への期待感

○事業環境の変化に伴うプレイヤーの再編

○雇用形態・景況感の変化によるﾛｰﾝﾆｰｽﾞ

○豊富なＤＢ／卓越したマイニングスキル

○CRMをベースとした審査・途上与信体制

○低コストオペレーション体制の構築

○３４種類超の独自性の高い商品ラインナップ

○非価格競争よる適切なプライシングを確保

○定量＋定性情報による総合的審査モデル



消費者向け金融における日米の構造的違い消費者向け金融における日米の構造的違い
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現金・預金
（55.2％）

現金・預金
（14.8％）

債券
（3.0％）

投資信託
（3.5％）

株式・出資金
（7.1％）

保険・年金準備金
（27.2％）

その他計
（4.0％）

債券
（9.9％）

投資信託
（12.4％）

株式・出資金
（31.3％）

保険・年金準備金
（28.0％）

その他計
（3.7％）

日米の家計資産構成（09年6月）日米の家計資産構成（日米の家計資産構成（0909年年66月）月）

（出所）日本銀行データより作成

日米家計部門の負債残高（対可処分所得比）推移日米家計部門の負債残高（対可処分所得比）推移日米家計部門の負債残高（対可処分所得比）推移

（1,441兆円） （42.4兆ドル）

米国比 健全な日本の消費者の家計資産

（出所）経済産業省データより作成

個人ローン比率の比較個人ローン比率の比較個人ローン比率の比較

米国と違い過剰消費に陥っていない我が国の消費者にスルガはフォーカス

0 .0 10 .0 20 .0 30 .0 40 .0 50 .0 60 .0 70 .0 80 .0 90 .0 100 .0

地銀平均

スルガ 個人ローン比率（79.9％）

（30.0％）

（09年9月末）

（09年3月末）

スルガは個人向けローンに特化。景気動向による業績の影響が小さい。
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日米の「住宅ローン市場」における環境の違い日米の「住宅ローン市場」における環境の違い
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住宅ローン残高のＧＤＰに占める比率（2007年）住宅ローン残高のＧＤＰに占める比率（住宅ローン残高のＧＤＰに占める比率（20072007年）年）

日本とアメリカの不動産価格の推移日本とアメリカの不動産価格の推移日本とアメリカの不動産価格の推移

（出所）「09 ワールド・リテール・バンキング・レポート」より作成

Ｓ＆Ｐケース・シラー全米住宅価格指数
（2000年＝100）右目盛

日本の公示価格（住宅地）の推移
（1985年＝100）左目盛

（出所）国土交通省、Ｓ＆Ｐ社データより作成
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合理的な限度を超過
不動産価格下落に伴うリスクの顕在化

米国の不動産需給の

正常化は道半ば

日本の不動産価格は

安定的に推移

歯止めの利かない

住宅価格の上昇



新たな価値観を生み出す社会構造の変化新たな価値観を生み出す社会構造の変化
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「成長・拡大型」から「飽和・濃縮型」の社会へ大転換
～より消費者に深くフォーカスするスルガにとって大きなビジネスチャンス～

これまでの社会構造
＜成長・拡大型＞

これまでの社会構造
＜成長・拡大型＞

これからの社会構造
＜成熟・濃縮・余裕型＞

これからの社会構造
＜成熟・濃縮・余裕型＞

食料自給率
水資源

ピークオイル

多死化
超中年化 地球温暖化

コンパクトシティ

家族小規模化
多世代同居

移住住みかえ
シングルマザー

シングルファザー

大気汚染

一子豪華

コダルト化

長寿化
環境問題

家族多様化
居住地変化

小産化
食料・資源

○ 人口増加

○ 経済の成長・拡大

○ 社会の活力



パラダイムシフトに向けたスルガの戦略方向性パラダイムシフトに向けたスルガの戦略方向性
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【これからのスルガ】

z 金融ロングテールモデルを、広域展開・アライアンスでヨコ展開

z 健全な消費者需要の創造を通じ “金流生態系” に貢献

z 顧客関係性強化を通じたLife Time Valueの最大化

～パラダイムシフトに向けてビジネスモデルを進化～
日本全国の“金流生態系（Ｆｉｎａｎｃｉａｌ Ｅｃｏ Ｓｙｓｔｅｍ）”を補完

＋

【これまでのスルガ】

「差より違い」を追求したスルガ独自のビジネスモデル

独自性ある商品・サービス開発を

通じ顧客価値を創造

静岡・神奈川を主要な市場に

個人リテール分野へ注力
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ライフプランの共有
人生の夢・目標の共有と課題の明確化

ライフプランのリスクに備える
リスクの明確化と最適な保障の設計

ライフプランを育てる
保険等納得性の高い商品のご提案

ライフプランの実現を支える
定期的なライフプランの見直し

夢の実現
人生の

スケジュール

安心感

預金

ローン

クレジット
カード

投資
信託

保 険

信託

呼応する商品

ライフプランニングサービス
～お客さまお一人おひとりの人生のスケジュールを立てる～

スルガの独自性

新たな大きな柱としての保険事業への取り組み新たな大きな柱としての保険事業への取り組み
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保障性
保険

教育
費用

相続

介護
費用

老後生活
費用

医療
費用

遺族
生活費

遺族
一時金

住宅ローンの
お客さま

リテール特化の
データベース

システムインフラ
プラットフォーム

コアコンピタンス
提案力

地域に根付く
顧客基盤

価値観
Our Philosophy

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス



フ
リ
ー
ロ
ー
ン

フ
リ
ー
ロ
ー
ン

6,900件5,100件 17,600件5,600件

２００８年度５月からの実績値推移２００８年度５月からの実績値推移

住
宅
ロ
ー
ン

住
宅
ロ
ー
ン

387億円175億円 953億円390億円

20082008年度下期実績年度下期実績20082008年度上期実績年度上期実績 実績値総合実績値総合20092009年度上期実績年度上期実績

ゆうちょ銀行との業務提携ゆうちょ銀行との業務提携
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※1億円未満切捨

※100件未満切捨
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3.09%
3.26%3.36%3.29%3.23%

1.82%1.82%1.85%1.85%1.93%

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

貸出金平残 預金平残（億円） （億円）

1.86% 1.89% 1.92%

0.73%
0.65% 0.65%

当社
地銀平均

1.75%

0.62%

（09/3）

（09/3）

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

（09/3）
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当社

地銀平均

貸出金利回り

0.63%

1.66%

預金等利回り

総資金利ざや総資金利ざや

貸出金利回りと貸出金平残貸出金利回りと貸出金平残

預貸金粗利ざや預貸金粗利ざや

預金等利回りと預金平残預金等利回りと預金平残

預貸金利ざや預貸金利ざや

当社

地銀平均

利ざや等の状況（全体）利ざや等の状況（全体）
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0.24%0.33%0.27%
0.08%0.04%
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3.40%

3.65%3.60%

3.20% 3.25%
1.81%

1.92%1.83% 1.83% 1.75%

0.77% 0.70% 0.71% 0.66% 0.67%

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

1.32% 1.35%
1.40%

1.48%

（09/3）

利回り・経費率の状況利回り・経費率の状況 預貸金利ざや預貸金利ざや

預貸金粗利ざや預貸金粗利ざや

利ざや等の状況（国内）利ざや等の状況（国内）

3.15%3.31%3.32%
3.17%3.15%

1.84%1.85%1.90%1.88%1.96%

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

（09/3）

当社

地銀平均

預金等利回り貸出金利回り 経費率

14

1.40%

当社

地銀平均
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304

318

340
348 349

330

362
344

378 382

411

381 375 373
388

資金利益

業務粗利益
（億円）

０９/９０８/９０７/９０６/９０５/９

業務粗利益と業務粗利益と円貨預貸金利益円貨預貸金利益の推移の推移

（億円）

０９/９０８/９０７/９０６/９０５/９

業務粗利益業務粗利益 円貨預貸金利益円貨預貸金利益

最高益

15

円貨預貸金利益
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67

75 100

100

101

77

77
28

66

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

下期

上期

163

202

185

187

230

186

173

140

181

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

下期

上期

（億円）（億円）

業務純益業務純益 当期（中間）純利益当期（中間）純利益

業務純益と当期（中間）純利益の推移業務純益と当期（中間）純利益の推移

16

366366 372372

416416

313313

143143

200200

178178

106106
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05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

13,436

1,812

14,053

2 ,106

14,697

2,304

15,511

2,448

16 ,629

2 ,538

76.9%

74.7%

72.7%
70.8%

79.9%

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

1,079

1,124

1,175

1,242

1,067

1,213

1,280

1,471

1,294

下期実行額

上期実行額

（億円）（億円）

17,17,960960

1166,,160160

+841+841

+912+912

2,2812,281

+958+958

1155,,248248 2,2042,204

1177,,001001

+1,2
07

+1,2
07

2,4182,418

17

2,7512,751
住宅ローン残高

フリーローン残高

個人ローン比率（％）

個人ローンの状況個人ローンの状況 ①①

個人ローン残高・個人ローン比率個人ローン残高・個人ローン比率 個人ローン実行額個人ローン実行額

19,16719,167
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1,386

668

51

1,550

710

43

1,691

720

37

1,789

718

30

06/9 07/9 08/9 09/9

無担保証書貸付残高
無担保カードローン残高

有担保フリーローン残高

（注）（ ）内は平均レート

100%=2,538億円 (7.3%)０９年９月末０９年９月末

100%=19,167億円 (3.8%)

無担保カードローン
718億円(13.9%)

無担保証書貸付
30億円（5.3%)

有担保フリーローン
1,789億円（4.6%）

スーパー
ホームローン

ホームローン等

8,534億円(3.2%)

8,095億円（3.4%）

フリーローン
2,538億円(7.3%)

（億円）

2,106
2,304

2,448

個人ローンの状況個人ローンの状況②②
個人ローン残高内訳・平均レート個人ローン残高内訳・平均レート フリーローン残高内訳・平均レートフリーローン残高内訳・平均レート

2,538

18©2009  Suruga bank, Ltd.  All rights reserved.



7.4%
3 .8%2.4%2 .2%2 .4%

25.9%29.3%31.9%34.2%36.4%

21.2%23.8%
25.6%

27.2%
29.0%

45.5%43.1%40.1%36.2%32.0%

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

19

首都圏 神奈川 静岡 その他３％未満 ３％台 ４％台 ５％以上

住宅ローンの状況住宅ローンの状況

住宅ローン実行レート分布（累計）住宅ローン実行レート分布（累計） 住宅ローン地域別残高比率住宅ローン地域別残高比率

43.7% 42.1% 40.0% 37.4% 34.7%

33.6%

36.0% 36.9%
35.4% 34.0%

20.0% 22.1%
27.9%28.5%

25.5%

0.4% 0.4% 0.5%0.5%0.4%

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

3.53%

3.65%

3.93% 3.91%

3.68%

住宅ローン実行平均レート（％）

©2009  Suruga bank, Ltd.  All rights reserved.



0.36%0.33%0.32%0.45%

0.88%
0.65%0.44%0.57%0.65%

0.59%0.43%0.24%0.19%

0.37%0.41% 0.45%

0.20% 0.26%

0.23% 0.25%

7.89% 7.87% 7.73% 7.80%

7.32%

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

3.34%
3.62%3.61%

3.19%3.11%

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

※延滞率＝3ヶ月以上延滞債権 ÷ ローン残高 ※毀損率＝デフォルト率×（１－回収率）

利回り 延滞率 毀損率 利回り 延滞率 毀損率

住宅ローン住宅ローン フリーローンフリーローン

個人ローンの延滞率・毀損率の個人ローンの延滞率・毀損率の推移推移

20©2009  Suruga bank, Ltd.  All rights reserved.



415 489 534 559 574

752

1,014

1,289
1,529 1,421

681

1,041

1,533
1,292

1,107

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

投資信託
保険
その他（国債等保護預り、外貨）

8.6%

11.4%

14.4% 14.3%

13.0%

147 115

631 631
815

524

208

57111134 46

373

520

504

196
325

57

581

502

381

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

投信販売手数料

投信信託報酬

個人年金保険手数料

その他保険（火災、一時払終身、保障性）

21

（百万円）（億円）

2,545

3,381

1,356

1,594

1,849

3,358

2,017

1,365

投資性商品比率

投資性商品投資性商品〈〈残高・手数料残高・手数料〉〉推移（個人）推移（個人）

投資性商品残高内訳（個人）投資性商品残高内訳（個人） 投信・保険手数料収入投信・保険手数料収入

534

3,104
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362

378

411

375

388

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9
12

104

68

13

108

68

13

117

69

13

124

73

14

121

74

51.1%
50.1% 48.7%

54.1%
56.3%

189
200

211

（億円）

業務粗利益

人件費

物件費

ＯＨＲ

税金

185

経費とＯＨＲの経費とＯＨＲの推移推移

210
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86.57％

100%4,915法人

100%19,231個人
100%24,147総与信合計

92.43%4,543法人

98.69%18,980個人
97.42%23,524正常債権

81.33%35.92%3870.86%861762637.56%371法人

94.35%83.11%6966.55%191481671.30%251個人
2.58%623合 計

55.33%15.04%1147.42%067682.91%143法人

87.23%38.80%679.14%259620.41%78個人
0.92%222要管理債権

97.09%79.82%2185.61%69881583.75%184法人

86.77%73.17%1150.69%69150.16%31個人
0.89%215危険債権

100%100%685.45%1620370.89%43法人

100%100%5263.02%979880.73%141個人
0.76%184

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権

ｶﾊﾞｰ率引当率引当保全率保証担保
担保・

保証合計
構成比

法人・個人別
与信残高

構成比
09年9月期
与信残高開示区分

（億円）

： 担保・保証による保全率
： 無担保部分への引当率
： 担保・保証・引当を考慮したカバー率

保全率
引当率
カバー率

カバー率合計

23

金融再生法開示債権詳細金融再生法開示債権詳細

86.57％
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2.58%

3.37%
3.62%

4.57%

5.44%

0.34%

1.01%

0.49%
0.67% 0.52%

2.13%
2.42%

4.10%

3.41%

2.62%

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

159

184

210

183
169

54

28
12

24

67

0.64%

0.46%

0.24%
0.10%

0.22%

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

（億円）

開示債権比率（担保・保証・引当金控除後）

開示債権比率（引当金控除後）

開示債権比率
コア業務純益

実質与信費用（与信費用ー償却債権取立益）

実質与信費用比率（実質与信費用/貸出金平残）

開示債権比率開示債権比率とと与信費用の与信費用の推移推移

開示債権比率開示債権比率 与信費用与信費用
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3,115

3 ,431 3 ,410

3 ,229

2,921

223

205 203

185

179

136

151 171

177

144

189

233 316
398

601

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

国債 外国債券 社債 地方債

0.59 0.64 0.71 0.75

1.30

（億円）

３３,,９９９１９１
４４,,１０１１０１

平均残存期間（年）

３３,,８４７８４７

債券ポートフォリオの債券ポートフォリオの推移推移

2.3％中長期

40.8％変動利付

56.8％短期

国債内訳

2.4％中長期

46.1％変動利付

51.3％短期

国債内訳

2.1％中長期

40.7％変動利付

57.1％短期

国債内訳

2.3％中長期

41.9％変動利付

55.6％短期

国債内訳

5.6％中長期

49.8％変動利付

44.4％短期

国債内訳

４４,,０２２０２２

３３,,６６５６６５

25©2009  Suruga bank, Ltd.  All rights reserved.



０９／３末

配賦原資

（億円）

０９／９末

リスク量

Ｔｉｅｒ Ⅰ

バッファーバッファー８１９８１９

０９上期

配賦資本

６４９６４９

２．０２．０％％
アウトライヤー

比 率

４１４１億円億円金利リスク量

±±２００ｂｐ２００ｂｐ
金利ショック

方 式

００９年９年９９月末月末

１，０３９

１，８５８

２４０２４０

６６９

１３０１３０

１３０１３０

３９５３９５

１２４１２４

信用リスク信用リスク

市場リスク市場リスク

オペレーショナル
リスク

オペレーショナル
リスク

１．信頼水準 ９９％（共通）

２．保有期間 （営業日）
・信用リスク ２４０日
・預貸金、債券等
金利・価格変動リスク ６０日

（トレーディング勘定は １０日）
・株式 価格変動リスク １２０日

３．オペレーショナルリスク
基礎的手法

26

リスク量の状況リスク量の状況

統合リスク管理統合リスク管理

アウトライヤー比率アウトライヤー比率
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11.61%11.61%11.60%11.60%

11.07%

11.09%
11.28%

11.36%

10.99%
10.32% 10.70%10.55%

10.37%

10.78%

9.70%

国際基準自己資本比率（連結） 国内基準自己資本比率（単体）

国内ＴｉｅｒⅠ比率（単体） ■ 国内自己資本額（単体）

1,528
1,683

1,847
1,941 1,988

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

261

1,438

180

1,590

172

1,757

236

1,841

214

1,886

05/9 06/9 07/9 08/9 09/9

繰延税金資産
Tier Ⅰ

（億円）（億円）
繰延税金資産/ＴｉｅｒⅠ

自己資本の自己資本の推移推移

ＴｉｅｒⅠ資本・繰延税金資産ＴｉｅｒⅠ資本・繰延税金資産 自己資本比率自己資本比率

18.1%

11.3%12.8%
9.8%

11.3%

27©2009  Suruga bank, Ltd.  All rights reserved.



２００９年度
中間期

当初見通し
（Ａ）

２００９年度
中間期

当初見通し
（Ａ）

実質与信費用

当期純利益

経常利益

業務純益

見通し比

（Ｂ－Ａ）

見通し比

（Ｂ－Ａ）

２００９年度

見通し

２００９年度

見通し

２００２００９９年度年度中間期中間期実績及び実績及び通期通期見通し見通し

一株あたり配当金
（円）

１７５

１２５

６１８１

１０３

７５

３６５

６６

２７５△２１

４０

１６０△８

５４

６．５ ６．５ ０ １３

８０１４

（億円）

28

実 績
（Ｂ）

実 績
（Ｂ）
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スルガの考える社会的責任スルガの考える社会的責任

「＜夢をかたちに＞する、＜夢に日付を＞いれるお手伝い」を企業理念とするスルガは、顧客価値の提供と

夢の実現のお手伝いを通じて、ステークホルダーのご期待に応え社会的責任を果たしてまいります

これからのＣＳＲこれからのＣＳＲ

価値創造型ＣＳＲへ

● 社会からの最低限の要請

● マイナスリスクの軽減

ＣＳＲ
スタートライン

価値観的

コミュニケーション

機能的
コミュニケーション

©2009  Suruga bank, Ltd.  All rights reserved. 29

環 境

教 育

福 祉

地域創造

Green Mortgage

ｄ-ｌａｂｏ

（夢研究所）

I ＤＲＥＡＭ

（サッカーの夢応援）

富士・箱根・伊豆
国立公園

共 存 公 正 均 衡

●カーボンオフセット付住宅ローン

●エコファイナンスプロジェクトの推進

●環境配慮型店舗

●環境省・WWFｼﾞｬﾊﾟﾝとのｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ

●夢・ライフスタイル・環境等セミナー開催

●天皇杯特別協賛/ＳＵＲＵＧＡ ＣＵＰ協賛

●静岡サッカーミュージアム

●富士山清掃/ふじさんネットワーク募金

●美術館・文学館など文化の醸成

サスティナブルなグロースに対する
明示的貢献



経営理念における成長のあり方経営理念における成長のあり方

“価値交換システム”としての成長“価値交換システム”としての成長 “使命型企業”としての成長“使命型企業”としての成長

株 主

その他の
ステークホルダー

お客さま社 員

（グループ）

資本の効果的運
用システム

幸せ実現の 支
援システム

社会的役割遂行と
自己実現のための
直接的参加システム

各ステークホルダーとの
価値交換性の向上を

成長と定義する

各ステークホルダーとの
価値交換性の向上を

成長と定義する

ミッションミッション

「ライフ アンド ビジネス コンシェルジュとして
〈夢をかたちに〉する、〈夢に日付を〉いれる

お手伝い」をするというミッションの
実現性の向上を成長と定義する

「ライフ アンド ビジネス コンシェルジュとして
〈夢をかたちに〉する、〈夢に日付を〉いれる

お手伝い」をするというミッションの
実現性の向上を成長と定義する

「社会性の向上を目指す」

“Ｃ・Ｐ・Ｓを原点”とした成長“Ｃ・Ｐ・Ｓを原点”とした成長

経営

「立地する国、地域の文化に立脚する」

「人に基軸を置く」

CCulture-oriented

PPeople-based

SSocial-perspective
「社会的な見地を大切にした経営を行う」

文化を尊重し、その文化を強みとして

活かしていくことにスルガの成長がある

企業の理論ではなく、人の論理を中心に

据えた経営によって成長を実現する

社会的公器としてのあり方を絶えず志向し、

社会規範の上をいく状態を実現する

Ｃ

Ｐ

Ｓ

（グループ）

成成 長長
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＜本件に関する照会先＞＜本件に関する照会先＞

スルガ銀行スルガ銀行
経営企画部企画（ＩＲ広報）経営企画部企画（ＩＲ広報）

本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、

将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性がある将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性がある

ことにご留意ください。ことにご留意ください。

［［TELTEL］］ ０３－３２７９－５５３６０３－３２７９－５５３６
［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］ ir.koho@surugabank.co.jpir.koho@surugabank.co.jp


